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 平成２８年７月２６日未明、神奈川県相模原市緑区

の障害者支援施設『神奈川県立津久井やまゆり園』に

おいて、施設入所支援を利用する障がいのある方々が

襲われ、１９人が命を奪われ、さらに２０人以上の方

が負傷する事件がありました。心よりご冥福をお祈り

するとともに、負傷をされている方々の一日も早い回

復をお祈り申しあげます。 

今回の事件は、職員体制の薄い夜間を狙い、抵抗す

ることが困難な障がいのある人を標的とした計画的

かつ凶悪残忍な犯行であり、到底許すことはできませ

ん。 

私自身も、事件の衝撃に怒り、恐怖、不安、様々な

感情がよぎりました。 

そんな時、事件後すぐに全国手をつなぐ育成会連合

会の久保会長が、声明文【参照１】と障がいのあるご

本人へのメッセ－ジ【参照２】を発表されました。 

私たち親の想いが、ギュッと詰まったメッセージを

拝見して、共感するとともに、大阪市手をつなぐ育成

会として何をすべきかを考え、会員の皆様、役員、職

員が共に、「障がいのある人が安心して心豊かにすご

せるように」という法人理念をさらに推し進めていき

たいと思います。 

そして、全国の親の会の皆さんと力を合わせて繋が

っていき、大きな力として社会の無関心に対して取り

組んでいきたいと思います。 

【参照１：声明文】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市手をつなぐ育成会 法人理念 

障がいのある人が 安心して 心豊かに すごせるように 

神奈川県立津久井やまゆり園での事件を受けて 

理事長 小泉 いと子 

神奈川県立津久井やまゆり園での事件について（声明文） 

 

平成２８年７月２６日未明、障害者支援施設「神奈川

県立津久井やまゆり園」（相模原市緑区、指定管理者・社 

会福祉法人かながわ共同会）において、施設入所支援を

利用する知的障害のある方々が襲われ、１９人が命を奪

われ、２０人が負傷するという未曾有の事件が発生し

ました。被害に遭われ亡くなられた方々に、衷心より

ご冥福をお祈りするとともに、ご家族の皆様にはお悔

やみ申し上げます。また、怪我をされ治療に当たられ

ている方々の一日も早い回復をお祈り申し上げます。 

抵抗できない障害のある人に次々と襲いかかり死

傷させる残忍な行為に私たちは驚愕し、被害にあわれ

た方々やそのご家族の無念を思い、悲しみと悔しさに

ただただ心を震わせるばかりです。職員体制の薄い時

間帯を突き、抵抗できない知的障害のある人を狙った

計画的かつ凶悪残忍な犯行であり、到底許すことはで

きません。 

事件は、当会会員・関係者のみならず、多くの障害

のある方やご家族、福祉関係者を不安に陥れ、深く大

きな傷を負わせました。このような事件が二度と起き

ないよう、事件の背景を徹底的に究明することが必要

です。 

今後、事件対応に関わる皆様には、まずは被害者及

び被害者の遺族・家族、同施設に入所されている方々

のケアを十分に行ってくださるようお願いいたしま

す。その上で、事件の背景・原因・内容を徹底して調

査し、早期に対応することと中長期に対応することを

分けて迅速に行いつつ、深く議論をして今後の教訓に

してください。加えて、本事件を風化させないように

今後の対応や議論の経過を情報として開示してくだ

さい。 

また、事件で傷ついた被害者やご遺族が少しでも穏

やかに過ごせるよう、特に報道関係機関には特段の配

慮をお願いします。 

事件の容疑者は、障害のある人の命や尊厳を否定す 


